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2022年 8 月 27 日 

 公益社団法人日本技術士会中部本部 

静岡県支部 CPD 委員会 

2022 年度 第 2 回講演会 参加者アンケート集計結果 

アンケート集計条件 （講演会実施⽇︓2022年 8 月 20 日） 

講演会 参加者情報 

  

アンケート回収⽅法︓ Google フォームを活用した Web 経由による回収 

アンケート回収期間︓ 2022年 8 月 20 日から 8 月 27 日（8 日間） 

アンケート回収件数︓ 26 名（重複回答を除く） 

アンケート回収率︓ 90％（講演会参加者 29 名） 

30代, 1名, 4%

40代, 2名, 

8%

50代, 10

名, 38%60代, 6名, 

23%

70歳以上, 

7名, 27%

年齢

30代 40代 50代 60代 70歳以上

22 静岡県, 

21名

11 埼玉県, 

2名

23 愛知県, 1名

14 神奈川県, 1名

27 大阪府, 1名

所在地

正会員, 

21名, 

81%

準会員, 1名, 4%

未会員, 2名, 7%

協賛会員・一般・学生, 2名, 8%

参加者区分



 

 

 

 

 

 

- 2 - 

 

講演会 参加者情報 
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講演会「事例から知る ChaOI フォーラム活動」の内容について（参加者のコメントは別紙①） 

 

 

Web 講演会について 
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今後の講演会の希望 
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別紙① 講演会「事例から知る ChaOI フォーラム活動」コメント（15 件） 

 知識は無かったのですが、わかりやすい講演でした。 

 現在は愛知県在住ですが、静岡出⾝であるため、お茶は⾝近なものでした。 祖⽗⺟が茶農家をしていました

が、後継者がなく、辞めてしまい⼤変残念でございました。 講演でおっしゃっていたように、お茶の価格が下がっ

ていることを嘆いていたこともよくおぼえています。 今回の講演で農家さんのおかれている状況、お茶を活かした

事業など知ることができました。ありがとうございます。 

 個⼈的ですがワインエキスパート等の資格試験勉強を通じ、⽇本の種類マーケットは急成⻑︖ブドウを買い付

けて酒造の⽅でやっている⽣産者形態もあります。茶も何か酒類の様な最近の国内の展開等で参考にされる

の有り︖なのかもと個⼈的には感じました。急須を使う事が⾯倒な場合、中国茶は直接湯飲みに茶葉を⼊れ

て飲みますが、茶葉⾃体が崩れず１枚ずつの形状が残るので、茶殻も捨てやすいですが⽇本茶は細かいので

網等必要です。 

 「茶業再⽣において⼤事なこと」はどの産業においても⼤事なことと思われます。参考になりました。 

 ChaOI の活動をもっとアピールしたほうが良いと思いました。よい機構を作ったのに静岡県⺠のほとんどが知らな

いのはもったいないです。TV コマーシャルもありかなと思いました。 

 内容理解しました。活動により成果が上がるよう期待しております。 

 静岡茶の継続の課題は、国内産業の課題と⼤きく共通する点が多い、「問題は放置すれば衰退の種、課題

化・ビジョン化すれば成⻑の種】の⾔葉通り、成⻑の糧となる様、今後の取り組みを期待 

 茶業界の現状が良くわかりました。 

 お茶を売るのに、お茶が主役でなくてよい、というところが⾯⽩いと思いました。 

 静岡県のお茶については、⽇々将来を⼼配しています。⽇本の国⺠全員に粉末緑茶を摂取していただける何

か良い料理やおやつや飲み物を開発出来ないか考えています。緑茶は健康や ⽼化防⽌になることは明らかで

す。私が実践中です。  

 お茶を飲むのには、⼿間がかかり、ずっと前から会社でもお茶を⼊れてもらえなくなりました。現在は、朝、⽔道か

ら⽔をやかんに⼊れ、急須に茶葉を⼊れ、お茶をつくります。そのお茶を、サーモスの⽔筒に⼊れ、会社でお昼や

休憩中に飲んでいます。美味しいです。 ⽔道は、ドリンキングスポットで給⽔できます（⽔道局に料⾦収⼊が

ある）が、お茶は、そのような施設は難しいでしょうね。 

 参考になりました。 

 お茶の⽣産地でもある静岡県では⾊々な種類のお茶が世に出ています。栽培⽅法の違いによって得られるお

茶もそうですが、お茶⾃⾝を加⼯することで商品化したものは多数出ています。その中で⽇本酒とコラボする⽅

法はお茶⾃⾝の付加価値を⾼めると共に⽇本酒の良さもＰＲするので良いかと思います。また稲作に適さない

⽔はけの良すぎる⼟壌ですが、お茶⾃⾝が廃れないようにして欲しいです。 

 ぜひ静岡のお茶産業を活性化させていただきたいと思います。 

 毎⽇頂くお茶を原点として、それを今よりも⼀層その裾野を広めていく活動の事例の講演を受講することにより

まして、いつも個別の案件ではどのようにして開拓して広めていったら良いのか︖が⼤きな課題となっている場⾯

で⾊々な模索や奮闘をする際の勉強となりました。  
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別紙② その他・全体コメント（9 件） 

 カーボンニュートラルの進⾏状況に関する講演をお願いします。 

 オンラインセミナー、土曜日なので、時間に余裕があり、非常にありがたい。 

 コロナ禍の環境下にあるため、リモート開催を今後も継続願います。 

 お茶のコスメや茶⾼炉など、コロナ禍において若い⼥性の需要も増えていると感じます。 若い⼥性へのアプロー

チは大変有効かと存じます。 ⻑澤まさみさんの発⾔で「さわやか」が⼀躍有名になったように。 

 リーフ茶を飲む⽂化は残したいですね。 

 多様なテーマをお願いします。web 講演を存続願います。 

 いま、SDGｓやカーボンニュートラルのことが、話題となっていて、技術士試験でも取り上げられていました。関連

する講演を聞きたいと思います。 

 WEB でもかなり理解出来ます。 

 コロナが終わってもオンライン講演は継続して欲しい。そうすれば遠⽅でも参加がし易くなります。 

 

たくさんの貴重なご意⾒ご要望を寄せていただきました。 

本項で頂いた貴重なご意⾒、ご要望は今後の例会運営の参考とさせていただきます。 ご協⼒ありがとうございました。 

以上 


